
プレスリリース  

東日本大震災の復興に向けた人材育成と事業創出を目指す

「Next Action→ Social Academia Project」が始動

般社団法人パイオニズム

ソフトバンク株式会社

ヤフー株式会社

一般社団法人パイオニズム（所在地：福島県南相馬市、代表理事：和田 智行、以下「パイオニ

ズム」）、ソフトバンク株式会社（本社：東京都港区、代表取締役 社長執行役員 兼 CEO：宮

内 謙、以下「ソフトバンク」）およびヤフー株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社

長 CEO：川邊 健太郎、以下「ヤフー」）は、東日本大震災から10年の節目を迎える福島県南

相馬市で、「Next Action→ Social Academia Project」（以下「本プロジェクト」）を

2021年3月10日に発足させ、同時に参加者の募集を開始します。

本プロジェクトは、パイオニズム、ソフトバンクおよびヤフーの3者が持つこれまでの起業・事

業化のノウハウやリソース、アセットを最大限に活用し、人材育成と事業創出を目指すもので

す。この10年にわたり、震災や原発事故により直面することとなった課題をはじめとした幅広

い事業を募集します。そして参加者同士や県内外の企業、団体、自治体との交流やコラボレーシ

ョンを促し、シナジーを最大化する機会の創出も行います。

2030年までの10年間で、より多くの事業を創出することと世界に通用し活躍する多数の人材を

輩出することが、本プロジェクトの目標です。本プロジェクトの参加対象者は、福島県の出身・

居住にかかわらず、将来福島県内に拠点を置いて起業を志す満16～29歳（募集開始時点）で

す。現在の被災地の復興だけでなく、「住み続けられるまちづくり」として多くの人が定住で

き、来訪し、まちの内外に価値を発信できるような事業を起こしていただきます。福島県の南相

馬市小高地区は、震災および原発事故の影響により、居住者数が激減した地域であり、この地か

らの復興や将来の活性に寄与する事業の創出は、東北地方や福島県における持続可能な復興のモ

デルケースとなることが期待されます。

本プロジェクトは、パイオニズムが運営主体となり、パイオニズムのコワーキングスペース「小

高パイオニアヴィレッジ」※１を拠点に、オンラインとオフラインの両面から参加者をサポート

します。

ソフトバンクは、起業や事業運営について経験豊富な幹部社員が講師になるなど、ノウハウの共

有やアドバイスを行います。また、ソフトバンクの社員およびソフトバンクグループによる東北

の学生向け支援「TOMODACHI ソフトバンク・リーダーシップ・プログラム」※２の卒業生

が、本プロジェクトの運営をサポートします。さらに、ソフトバンクの「つながる募金」を通し

て、本プロジェクトに関わる募金活動を実施します。

ヤフーは、「Yahoo!ネット募金」や震災10年のチャリティー企画「検索は、チカラになる。」

を通して、本プロジェクトの運営資金の支援などを行います。Eコマース分野では、ヤフーが運

営する「エールマーケット」を通じて、新規事業の商品などの広報や販売活動などをサポートし

ます。また「Yahoo!ボランティア」を通じて運営ボランティアを募り、参加者の起業と事業の

2021.03.10



成長を支えます。他にも、ヤフーの社員がボランティアスタッフとしての参加を予定していま

す。

本日から公式サイト内のエントリーフォームで参加者の募集を開始し、審査を経た後、5月11日

から本プロジェクトの初回プログラムを開始します。本プロジェクトの参加者の中から、次の

10年のリーダーとなる人材を輩出し、被災地の未来の発展に貢献していきます。

※1 パイオニズムと株式会社小高ワーカーズベースが共同運営する、住民の生活再建や旧避難指

示区域の課題解決のための施設（所在地：福島県南相馬市）です。

※2 在日米国大使館と米日カウンシルが主導するTOMODACHIイニシアチブの趣旨に賛同した

ソフトバンクグループ株式会社が、2011年3月11日に発生した東日本大震災の被災地域である

岩手・宮城・福島の高校生を、米国カリフォルニア大学バークレー校で開催される3週間の集中

コースに招待し、帰国後の地域活動を後押しするプログラムです。

「Next Action→ Social Academia Project」について

1.概要

一度は人口ゼロとなった福島県南相馬市小高区から、新しい価値創造につながる事業を立ち上げ

るプロジェクト。「Apollo」「Rocket」「Booster」の3クラスがあり、各クラスの参加者が

協力しながら「ムーンショット」（これまでにない挑戦という意）を目指します。東日本大震災

の犠牲者の月命日である毎月11日にオンラインイベントを開催し、3クラス全てのメンバーに学

びと交流の機会を創出します。

2.参加者募集概要

目的：次世代のために新しい価値創造ができる事業を、つながりの中で生み出します。

クラス：

【Apollo】小高パイオニアヴィレッジに常駐し、1年をめどに起業を目指します。5人程度。エ

ントリーシートと面談による選考。※3

【Rocket】集中講義などを通して、中・長期的な視点で起業を目指します。10人程度。エント

リーシートと面談による選考。※3

【Booster】オンラインを中心に、「Apollo」「Rocket」のメンバーを主体的に支え、一緒に

価値を創ります。100人程度。エントリーシートによる選考。

対象年齢：募集開始時点で満16～29歳

募集期間：2021年3月10日～ 4月18日

結果通知：4月23日にメールで通知します。

初回プログラム開催日：5月11日

受講費用：いずれのクラスも無料※4

※3 「Apollo」と「Rocket」については後日面談を実施の上、正式なクラスを決定します。面

談スケジュールは対象者へ個別にメールでご案内します。

※4 本プロジェクトに参加するための滞在費や通信料、使用する通信機器にかかる費用は自己負

担です。

3.応募方法

「Next Action→ Social Academia Project」の公式サイトのフォームから応募

※ 応募に関する詳細は、公式サイト（外部リンク）をご覧ください。

4.募集に関するお問い合わせ

小高パイオニアヴィレッジ内

Tel：0244-26-4665



E-mail：nasa-pj@pionism.or.jp

担当：和田、根本

5.運営主体

一般社団法人パイオニズム

6.サポート企業

ソフトバンク株式会社、ヤフー株式会社

7.協力企業・団体

・株式会社アスノオト：「さとのば大学」を運営。「Rocket」クラスに対し、社会課題や地域

課題に向き合うプロジェクト参加型の学びの場を提供。

・一般社団法人あすびと福島：福島の高校生や大学生に、アントレプレナーシップを育む学習方

法（プロジェクトベースドラーニング）や内省の場づくりを提供。

■小高パイオニアヴィレッジ（所在地：福島県南相馬市小高区本町1-87）

■プロジェクトロゴ

■ソフトバンクの東日本大震災への取り組みについて（外部リンク）

■ヤフーの東日本大震災への取り組みについて

・SoftBankおよびソフトバンクの名称、ロゴは、日本国およびその他の国におけるソフトバン

クグループ株式会社の登録商標または商標です。

・その他、このプレスリリースに記載されている会社名および製品・サービス名は、各社の登録

商標または商標です。


